
石黒覚・議員／質問
　令和３年度は、吉村美栄子知
事が平成21年2月に知事就任以
来４期目スタートの年です。振り返
ると、リーマンショックによる世界的
な金融危機に始まり、就任２年後
の平成23年3月11日には「東日本
大震災」が発生し「福島第一原発
事故」などによる、極めて厳しい時
代の県政運営を強いられました。
そんな中で「心の通うあったかい
県政」を貫き、現場主義、県民目
線の県政運営に邁進するその姿
勢には、頭が下がります。
　そして、新型コロナウイルスの感
染者が県で初めて確認されたの
は、令和2年3月31日。その後、令
和4年夏には第７波に入ったといわ
れ、同10月27日現在、県の累積感
染者数は121,423人、死亡者数は
207人です。亡くなられた皆様に心
よりのご冥福をお祈り申し上げ、療
養中の皆様のご回復を願います。

知事には、新型コロナウイルスから、
県民の命と健康を守る闘いに挑み
続けていることに感謝します。
　さらに、令和4年8月に発生した
経験したことのない豪雨災害。地
球温暖化に起因するといわれる近
年の自然災害への対応もまた、県
民生活を守るために挑み続けてい
る闘いといえます。地球規模での
環境変化には、令和2年8月に「ゼ
ロカーボンやまがた２０５０」をいち
早く宣言され、国の動きを先導す
る役割を果たしました。
　コロナ禍やウクライナ侵略、国の
経済・金融政策に起因する円安、
燃油高騰、物価高により、県内企
業や農業関係者への打撃が大き
く、県民生活が脅かされています。
これらの対策が、県だけで解決で
きることではありませんが、時宜に
適した施策展開を期待します。
　必要な施策を的確に迅速に発
し実行することで、グローバル化し

た世界で起こる地球規模の変化
に対応し、県民生活の安定に資
するところが大きいことは間違いあ
りません。そこで、令和３年度にお
ける県政運営の舵取りをどのよう
に進め、どのように評価するのか、
吉村知事に伺います。
吉村美栄子知事／答弁
　令和3年度は、新型コロナ感染
拡大に直面し、国難ともいえる社
会経済情勢もあって「コロナ克服・
山形経済再生」を掲げて全力で
各種の取り組みを進めました。
　新型コロナには、命と暮らしを守
ることを最優先に、関係機関と連
携し、検査・医療提供体制の強化
を図りました。また、度重なる感染
拡大の波に対して、医療専門家や
関係団体の意見を聞きながら、県
内医療の崩壊を防ぐために、その
時々に応じた対策を講じ、現場に
携わる関係者のご尽力と県民・事
業者のご協力をいただき対応しま
した。感染防止対策のワクチン接
種には、市町村における接種が円
滑に進むように支援し、県も大規

模接種を実施。そのため県の接種
率は、全国上位で推移しています。
　さらに県内経済は、一部で持ち
直しの動きがみられたものの、飲
食業や宿泊・旅行業は厳しい状況
が続いています。このため「県新
型コロナ対策認証制度」を創設し、
安心して飲食や宿泊ができる環境
を整備し、令和3年度は4,050施
設の認証を行いました。消費喚起
策としてプレミアム付きクーポン券
の発行や観光キャンペーンを実施
するなど、県内経済の回復に向け
た取り組みを展開し、事業継続や
雇用の維持に向けた支援を継続
しました。また、県総合文化芸術
館の利用促進や文化芸術・プロス
ポーツを支援する入館料などの割
引キャンペーンを展開し、コロナ禍
にあっても文化・スポーツの振興に
取り組んでいます。
　農林水産業では、新型コロナの
影響を受けた外食産業の需要減
少などにより、米価が大幅に下落。
このため、政府に対して対策の必
要性を訴えるとともに、県独自に

「山形米ハート贈ろうキャンペーン」
などの消費拡大策を実施し、ス
マート農林水産業を推進するな
ど、農林水産業の競争力強化に
取り組みました。令和３年度は自然
災害にも見舞われ、春の降霜・降
雹で、さくらんぼなど多くの農作物
に被害が発生したことから、｢凍霜
害・雹害緊急対策パッケージ」によ
る資金面や技術面での総合的な
支援を速やかに実施しました。
　新型コロナを契機とする社会環
境の変化に迅速かつ柔軟に対応
し、少子高齢化を伴う人口減少や
若者・女性の流出、地域経済の維
持・発展といった課題にも粘り強く
取り組んでいます。具体的には、
子育て環境の充実に向けて、子
育て費用の段階的な無償化に向
けた取り組みを開始。女性も活躍
できる環境づくりに向けて、若年女
性の現状やニーズを把握するため
の「オンライン100人女子会」の開
催。女性の賃金向上・処遇改善な
どへの支援を実施。また、新たな
ビジネスの交流拠点・ワンストップ

相談窓口と、働き方の変化に対応
したコワーキングスペース機能も備
えた「スタートアップステーション・
ジョージ山形」を令和3年の11月
に開設。さらに、｢山形新幹線米沢
トンネル（仮称）｣の早期事業化を
推進し、｢やまがたワーケーション
新幹線」の運行など、関係人口の
増大と移住・定住の促進につなが
る取り組みも展開してきました。
　近年、自然災害の一因ともいわ
れる地球温暖化対策は急務です。
令和4年2月に｢カーボンニュートラ
ルやまがたアクションプラン｣を策定
し、取り組みを進めています。
　このように、令和３年度は、新型
コロナや自然災害など喫緊の課題
に対応し、ウィズコロナ・ポストコロ
ナを見据えて、県勢発展につなが
る取り組みを展開しました。今後と
も、真の豊かさと幸せを実感できる
山形県の実現に向けて、ＳＤＧｓの
視点も生かしながら、誰一人取り
残されない持続可能な県づくりを
多様な主体との連携により力強く
推進したいと考えています。

3.

山形県・令和4年度9月補正予算の主な事業②
農林水産部●畜産農家の配合飼料価格高騰への支援（令和４年度配合飼料価格安定制度契約者）……5億4,000万円
健康福祉部●低所得世帯への冬季の灯油購入費などの臨時的な支援（住民税非課税世帯のうち、高齢者のみの世帯など市町村が支援対象とする世帯）……13億9,000万円
健康福祉部●生活困窮世帯などへの県産品カタログギフトの配布（5,000円相当のカタログギフトを配布）……4,500万円
しあわせ子育て応援部●児童手当を受給している多子世帯へのチェリカの配布（5,000円分のチェリカを配布）……6,200万円
環境エネルギー部●家庭および事業所における太陽光発電・蓄電池設備同時導入に対する支援……5,100万円
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鼠ヶ関自治会「みなとオアシス鼠ヶ関」の
状況を調査。マリンパークと自治会館の
一体的運営で元気あふれる取り組みです。

総務常任委員会
県内現地調査（鶴岡市）

石黒覚・議員／質問
　県政発展のために、予算の執
行状況に関する監査の重要性は、
いうまでもありません。
　令和３年度の歳入歳出決算審
査は、歳入歳出決算書、歳入歳
出決算事項別明細書、実質収支
に関する調書および財産に関する
調書について①決算の計数は正
確か②予算の執行は議決の趣旨
に沿って適正かつ効率的に行われ
ているか③資金の管理および運用
は適正か④財産の取得、管理およ
び処分は適正かを、審査の着眼
点に進められたと思います。
　審査した結果、3点の意見があ
りました。1点は「持続可能な行財
政基盤の確立」です。経常収支比
率と将来負担比率は改善、調整
基金は増加、県債残高は減少の
状況から、県財政は順調のように
見えますが、公債費が高い水準で
推移とあり、財源不足が厳しいな

かでの持続可能な行財政基盤を
確立するために「県行財政改革推
進プラン２０２１」の取り組みが必要
であること。2点は「ウイズコロナ・ポ
ストコロナを見据えた県づくり」で
す。新型コロナウイルス感染症が
長期化するなかで、原油価格・物
価高騰、国際情勢の変化、人手
不足などの地域経済の厳しい状況
を踏まえ、ＤＸ（デジタルトランス
フォーメーション）による業務の効
率化、県民サービスの向上などを
持続可能な県づくりの推進に取り
組むこと。3点は「財務事務の適正
な執行」です。不適正な事務処理
を未然に防止する取り組みを重点
監査項目に内部統制が施行されて
２年が経過したことも踏まえた監査
がなされたと思います。
　令和３年度は、新型コロナウイル
ス感染症対応などで、職員皆様が
多忙を極める一年だったと思いま
す。そうしたなかでも、皆様からお

預かりした「税金」を適正に予算化
し執行することは極めて重要です。
　この度の監査結果において、指
摘や注意事項が令和2年度より増
加していることに対し、監査委員は
どのように捉え、必要な対応策とし
てどのように重点を置いて取り組む
べきか、代表監査委員に伺います。
代表監査委員／答弁
　令和３年度定期監査は、231の
機関を対象に実施し、是正・改善
を要するとして指摘・注意事項の
対象となった事案は76の機関で
117件、前年から２７件の増加とな
りました。具体的には、支出事務に
おける支払の遅れ、収入事務にお
ける調定の遅れなどのほか、補助
金などの交付事務において、交付
決定や額の確定の遅れ、変更承
認の手続不備などです。
　また、前年度と同様の不適正な
事務処理が繰り返されている所属
もいくつか確認されました。こうした
不適正な事務処理が発生した背
景には、新型コロナへの対応や凍
霜害豪雪への対応など、全体的に
事務量が増加したなかで、関係規
程などに対する理解が十分でな
かったことや、組織的な確認や進
行管理が徹底されていないことな
どが挙げられます。不適正な事務
処理が発生すれば、その内容によ
り、是正改善のための措置や原因

の分析、再発防止策の検討と実
施に多くの時間と労力が割かれる
ことになり、その影響は事業者など
多方面に及ぶこともあります。
　こうした事務処理のリスクの発
現を未然に防止し、事務の適正執
行を確保するための内部統制が、
知事部局にて本格的に導入されて
２年余りが経過しました。この間、
他の任命権者において同様の取り
組みがはじまり、職員の意識の向
上につながっていると思いますが、
この度の監査結果を踏まえると、
全ての職員が内部統制の趣旨を
理解し、主体的に取り組むことが
重要であると認識しました。
　このため、県政に対する県民か
らの信頼は、職員一人ひとりの適
正な事務の執行に成り立っている
ことを自覚し、所属長の適切なマネ
ジメントのもと、職員同士のコミュニ
ケーションを活性化させ、風通しの
良い職場を醸成し、事務事業の進
捗状況の共有や、協力体制の一
層の強化などに取り組んでいただ
きたい。監査委員は、こうした内部
統制の実効性を高めるための取り
組み状況に、定期監査のなかで重
点的に確認を行うとともに、発生事
案について、同様の誤りを防止す
る観点から、その要因と再発防止
策も含めて、全庁的に情報を発信
し、注意を喚起していきます。

令和4年10月28日（金）／決算総括質疑

令和３年度の県政運営に対する評価と
決算に関する監査委員の意見について 

石黒覚・議員●県政クラブを代表し
て、ただ今議題になっています「日本
政府に核兵器禁止条約の署名および
批准ならびに締約国会議へオブザー
バーとして参加することを国に求める
意見書の提出について」、提出された

請願26号ならびに同趣旨の28号に、
極めて願意妥当とする立場から、これ
を不採択とする総務常任委員長報告
に対し反対の討論を申し上げます。
　世界で唯一の被爆国である我が国
は、令和4年、被爆77周年を迎えま

した。去る8月6日および9日、広島、
長崎におきまして二度とあってはなら
ない核の使用を、悲痛な叫びとして世
界に発信されたことは記憶に新しいと
ころです。特に私は、小学生の平和
への願いを込めたスピーチに涙を流
しながら、この子たちの時代に核を残
してはならないと、強く強く思いを深め
ました。
　令和4年2月24日、ロシアによる蛮
行ウクライナ侵略戦争が始まって、す
でに7カ月が過ぎました。この間、ウク
ライナの町並みはことごとく破壊され、

人々は国を追われ長い避難生活を強
いられています。子どもたちから笑顔
を奪い、安心して遊び、学ぶことすら
奪われた状況を絶対に許すわけには
いきません。さらには、プーチン・ロシ
ア大統領は、核の使用もありうるよう
な、あってはならない発言をするなど、
世界を恐怖にさらしている行為は、断
じて許すことはできません。
　岸田内閣総理大臣も、令和4年8
月6日広島平和式典において「被爆
地・広島出身の総理大臣として、核兵
器による威嚇が行われ、核兵器の使

用すらも現実の問題として顕在化して
いる今こそ、広島の地から『核兵器
使用の惨禍を繰り返してはならない』
と、声を大にして世界の人々に訴え
る」と述べ「核兵器のない世界へ」と
いう著書も発表し、実現に努めていく
と、総理大臣として繰り返し述べてい
ます。
　もう一度申し上げます。私たちは、
次の時代を生き抜いていく、子どもた
ち、孫たち、ひ孫たちの時代に、核の
脅威を残したまま、引き継ぐことなど許
されないのです。

　以上の点を踏まえ、「日本政府に核
兵器禁止条約の署名および批准なら
びに締約国会議へオブザーバーとし
て参加することを国に求める意見書
の提出について」提出された請願26
号ならびに同趣旨の28号は採択す
べきであり、不採択とする総務常任委
員長の報告には、強く反対いたしま
す。山形県ならびに山形県民にとっ
て、日本国民にとって、緊急性を要す
る請願であり、これを不採択にするな
ど言語道断と言わざるを得ないことを
付して、反対討論とします。

令和4年10月7日（金）9月定例会最終日、核兵器禁止条約に関する請願を
不採択にする総務委員長報告に対して、反対討論を展開。

令和4年7月13日（水）

「ANA SHONAI BLUE Ambassador」
との意見交換会。とても新鮮な目線で庄
内を発信してくださる活動に感動です。

総務常任委員会
県内現地調査（酒田市）

令和4年7月14日（木）

庄内一丸、
知恵と力で
世界へ発進

酒井家庄内藩入部400年祭で賑わう鶴
岡市致道博物館を調査。致道博物館代
表理事のご挨拶とご説明を承りました。

総務常任委員会
県内現地調査（鶴岡市）

令和4年7月14日（木）
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令和4年7月14日（木）

マイ


